
広報くろしお  №17　2007（平成19）年8月号潭

　
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、
現
在

の
老
人
医
療
制
度
が
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
七
十
五
歳
（
一
定
以
上
の
障
害

が
あ
る
方
は
六
十
五
歳
）
以
上
の

方
は
、こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
や
被
用
者
保
険
な
ど
の
医
療
保

険
か
ら
、後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
県
内
す
べ
て
の

市
町
村
が
加
入
す
る
「
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」
が
、
運
営
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
広
域
連
合

で
は
、
保
険
料
の
決
定
や
医
療
の

給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
黒
潮
町
で
は
、
保
険
料

の
徴
収
と
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

◆
７５
歳
に
な
る
と
新
制
度
へ

　
七
十
五
歳
に
な
る
と
、
現
在
加

入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
や
被

用
者
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
を
脱

退
し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
、
新
た
な
届
出
な

ど
は
必
要
な
く
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者
証
は
、
黒
潮
町
か

ら
配
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
六
十

五
歳
以
上
の
方
は
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
制
度
の
被
保
険

者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
被
保
険
者
と
な

る
た
め
の
要
件
は
、
現
在
の
老
人

医
療
と
全
く
同
じ
で
す
。

　
な
お
、
す
で
に
老
人
医
療
の
受

給
者
に
な
ら
れ
て
い
る
方
は
、
平

成
二
十
年
四
月
に
被
保
険
者
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

◆
保
険
料
は
個
人
ご
と

　
保
険
料
は
、
介
護
保
険
と
同
様

に
被
保
険
者
個
人
ご
と
に
所
得
に

応
じ
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
が
始
ま
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
保
険
料
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
や
被
用
者
保
険
を
脱
退
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
医
療
保
険
で
負
担
し
て
い
た

保
険
料
は
な
く
な
り
ま
す
。

◆
所
得
の
低
い
方
は
軽
減

　
所
得
の
低
い
方
は
、
国
民
健
康

保
険
と
同
様
に
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
被
用
者
保
険
の
扶
養

家
族
の
方
が
、
七
十
五
歳
に
な
っ

て
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る

と
、新
た
に
保
険
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
保
険
料

の
負
担
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

加
入
時
か
ら
二
年
間
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

◆
保
険
料
は
主
に
年
金
か
ら

　
保
険
料
の
徴
収
は
黒
潮
町
が
行

い
ま
す
が
、
介
護
保
険
と
同
様
に

年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

年
金
額
が
年
十
八
万
円
以
上
の
年

金
を
対
象
と
し
て
、
介
護
保
険
料

と
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
の

合
計
額
が
、
年
金
額
の
二
分
の
一

を
超
え
な
い
場
合
に
は
天
引
き
と

な
り
ま
す
。

◆
負
担
は
老
人
医
療
と
同
じ

　
被
保
険
者
の
方
が
、
診
療
を
受

け
た
際
に
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
金
額
は
、
医
療
費
の
一
割
（
現

役
並
み
の
所
得
の
あ
る
方
は
三
割
）

で
す
。

　
ま
た
、
支
払
っ
た
金
額
が
所
得

に
応
じ
た
一
定
の
上
限
額
を
超
え

た
と
き
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て

超
え
た
分
は
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
診
療
の
際
の
負

担
な
ど
は
、
現
在
の
老
人
医
療
と

同
じ
で
す
。

◆
申
請
、届
出
は
役
場
担
当
窓
口
へ

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
運
営
は
広

域
連
合
が
行
い
ま
す
が
、
被
保
険

者
の
方
々
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
の
申

請
や
届
出
な
ど
の
受
け
付
け
は
、

役
場
健
康
福
祉
課
で
行
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課

　
大
方
総
合
支
所
 

国
保
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所
 

保
険
福
祉
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

平
成
20
年
4
月
か
ら

新
た
な「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

制度のポイント制度のポイント
●75歳以上（一定以上の障害が

ある場合は65歳以上）の方は、
後期高齢者医療の被保険者と
なります。

●被保険者から保険料を徴収し
ます（主に年金からの天引き
となります）。これまで加入
していた国民健康保険や被用
者保険は脱退することになり
ますので、これらの保険料は
納めなくてよいことになりま
す。

●所得の低い方は保険料が軽減
されます。また、被用者保険
の扶養家族の方は保険料が2
年間軽減されます。

●医療機関の窓口では、医療費
の1割（現役並み所得者は3割）
を患者本人が負担します（現
在の老人医療と同じです）。

●窓口業務や保険料の徴収は、黒
潮町が行います。

●財政運営などは後期高齢者医
療広域連合が行います。

後期高齢者医療制度のしくみ
被保険者証の提示
医療費の一部負担

診　療

保険料納入 　 医療費支払

情報提供

資格管理等

被保険者

黒　潮　町 広域連合

医療機関

被保険者
証の交付

医療費
請　求


